
『災害に強いまち　づくり』とは
近年、全国各地で災害が相次いでおり、本町においても台風 24・
25 号での被害など、「想定外」と言えない状況にある。住民の皆
さんが安心して暮らし続けていくことのできる「災害に強いまち」
としてのあるべき姿を検討しあい問題点を追求しました。

議論沸騰

2019 年２月　議会だよりだいせん 55 号　24

避
難
の
備
え
・
対
応
は

【
野
口
俊
】
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
の

通
知
・
連
絡
が
必
要
だ
。

【
西
山
】
防
災
の
基
本
は
自
助
で
あ
る
。
防
災

マ
ッ
プ
の
確
認
、
非
常
食
の
準
備
な
ど
事
前

の
準
備
が
必
要
で
あ
る
。

【
池
田
】
指
示
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
ら
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
避
難
経
路
の

確
認
が
必
要
。

【
野
口
昌
】
自
分
の
も
の
と
し
て
の
意
識
が
必

要
で
あ
り
、
防
災
無
線
や
テ
レ
ビ
な
ど
を
聞

い
て
備
え
る
。

【
森
本
】
事
前
に
は
危
険
箇
所
の
確
認
、
発
災

直
前
に
は
、
避
難
を
促
し
、
発
災
後
は
、
人

の
命
を
救
う
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
情
報
の

道
具
も
使
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

【
吉
原
】
自
主
防
災
組
織
の
充
実
が
必
要
で
あ

る
。
非
常
時
に
全
体
の
把
握
は
難
し
く
、
向

こ
う
３
軒
両
隣
の
「
近
助
」
も
大
事
だ
。

【
大
森
】
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
の
が
ま
ず

大
事
。
次
に
共
助
で
避
難
す
る
と
き
に
声
を

か
け
あ
う
こ
と
。
日
ご
ろ
か
ら
の
訓
練
と
正

し
い
知
識
が
大
事
で
あ
る
。

【
西
尾
】
30
年
間
で
、
50
ミ
リ
以
上
の
雨
の
観

測
地
点
は
１
・
５
倍
に
な
っ
た
と
聞
く
が
、
事

実
を
知
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
混
乱
時
で

は
住
民
同
士
助
け
合
う
力
が
重
要
で
あ
る
。

【
門
脇
】
日
ご
ろ
の
訓
練
が
一
番
で
あ
り
、
個

別
集
落
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
が
想
定
さ
れ
、

正
し
い
行
動
が
と
れ
る
よ
う
町
の
支
援
も
必

要
で
あ
る
。

【
大
杖
】
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
。

日
常
か
ら
災
害
の
想
定
も
必
要
で
あ
り
、
発

生
時
は
個
人
で
の
行
動
は
難
し
く
、
自
主
防

災
組
織
で
の
対
応
と
な
る
。

【
近
藤
】
自
主
防
災
組
織
の
役
割
が
重
要
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
が
し
っ
か
り
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
が
、
災
害
に
強
い
ま
ち
と
思
う
。

【
岡
田
】
各
家
庭
の
備
え
が
必
要
で
あ
り
、
食

料
の
備
蓄
や
避
難
経
路
の
確
認
、
連
絡
方
法

の
確
認
が
大
事
。

【
米
本
】
自
主
防
災
組
織
が
本
当
に
対
応
で
き

る
か
疑
問
で
あ
る
。

　

自
助
で
き
な
い
災
害
弱
者
に
行
政
と
し
て

の
支
援
策
も
大
事
で
あ
る
。

【
加
藤
】
自
助
・
共
助
が
身
近
で
あ
り
、
日
ご

ろ
か
ら
家
族
で
話
し
合
う
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。

【
大
原
】
災
害
時
、
情
報
は
錯
綜
す
る
。
避
難

時
に
要
支
援
者
を
誰
が
助
け
に
行
く
の
か
、

日
ご
ろ
の
心
の
備
え
も
必
要
で
あ
る
。

町民の安心・安全を守る消防団

定
　
例
　
会
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問


